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　間引き

＝　「選択と集中」



　間引き

　　　　意味　　口べらし



装備移転

　　≠　防衛生産技術基盤維持



日本の装備移転に関する誤解

〇　企業が儲かる？

〇　量産で単価が下がる？



〇　２０１３年（平成25年）

　『国家安全保障戦略』策定

「防衛装備品の効果的・効率的な取得に努めるとともに、

国際競争力の強化を含めた我が国の防衛生産・技術基盤を

維持・強化していく」



〇　２０１４年（平成26年）

　　防衛省『防衛生産・技術基盤戦略』　

　　　　　　　　　　　　　　　策定

　『防衛装備移転３原則』の閣議決定
　　　（２０１１年の民主党政権時に「武器輸出3原則」

改正、「国際共同開発」に参加可能に）



〇　「防衛装備移転３原則」
　　  →　安倍政権の「積極的平和主義」の具体化

　　 　 「国際協調主義に基づく積極的平和主義の立場から、我が国の安
全及びアジア太平洋地域の平和と安定を実現しつつ、国際社会
の平和と安定 及び繁栄の確保にこれまで以上に積極的に寄与
していく」

　　  →　装備移転の目的　平和貢献・国際協力



〇　防衛・外交政策としての装備移転

〇　核となる技術の選別

〇　自衛隊の防衛力のための基盤維持



防衛白書



　〇　２０１７年～２０１８年

　　　海上自衛隊ＴＣ９０練習機５機を比海軍に譲渡

　〇　２０１６年～２０１８年

　　　比海軍パイロットに操縦訓練を実施

　〇　２０１７年～

　　　日本企業の要員が維持整備支援

　〇　２０１８年

　　　陸上自衛隊ＵＨ-１Ｈ部品を比空軍に譲渡

フィリピン軍への自衛隊不用（退役）装備品譲渡



まとめ

〇　防衛政策としての基盤維持

〇　産業政策としての成長促進

〇　積極的平和主義のための装備移転



ご清聴いただきありがとうございました。


